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研究成果による知的財産権の出願・取得状況：乳幼児健診の診察用アプリについて登録を検討中。 
 
研究により得られた成果の今後の活用・提供：H30年度に作成した小児の保健指導の骨子案（日本版 Bright 
Futures）を用いて、2年度以降はさらに具体化した健診資料を作成し、パイロット研究にて実効性と有用性を
検証する。 
H30年度に作成した、乳幼児健診の質問項目や診察項目等の資料および健診の際に使用可能なアプリケーシ
ョンを用いて、2年度以降は乳幼児健診のモデルを構築し、試行と効果の検証を行う。 
小児保健医療の文献・データからの抽出された健康課題について、2年度以降は健診の中で具体的な取り組み
を行う。 

 
 


